
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

（単位：円）

目的 市内小・中学校の修学旅行を、十分なコロナ対策を取った上で、安全・安心に実施する。

実施内容

令和２年１０月４日～１０月１６日に実施した市立小学校（東山小学校を除く１３校）の修学旅
行では、バスの台数を追加し、２座席を１人の児童で使用し、間隔を空けて座ることができる
ようにした。
令和２年１１月１６日から１泊２日で実施した市立東山小中学校の修学旅行でも、新型コロナ
ウイルス感染症対策のためジャンボタクシーをマイクロバスに変更し、密を避けながら実施し
た。

効果
児童・生徒や教員がバス移動時に間隔を空けて座ることで、密を避けることができ、一人の新
型コロナウイルス感染者も出さずに、修学旅行を実施することができた。

事業期間 R2.9.17～R2.11.17

実施計画№

総事業費
財源内訳

臨時交付金 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

担当課事業名称

300

学校教育課新型コロナウイルス感染症対策修学旅行事業26

2,369,0002,369,300


